
⻑野県の
森林・林業の現状と課題

平成29年７⽉

資料１
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１ 森林の状況
○本県は全国有数の森林県であり、森林⾯積は県⼟の約８割を占める１０６万ｈａ。
○⺠有林の⼈⼯林率は約５割で、このうち約５割がカラマツ。
○森林資源は、⼈⼯林を中⼼に蓄積が増加し、現在は約１億３千万㎥。
○⼈⼯林の約７割が間伐が必要な時期であるとともに、⼈⼯林の約７割が11齢級以上の主伐期

を迎えていることから、齢級構成の平準化を図りつつ、計画的な主伐・再造林が必要。

図1 ⻑野県の所有形態別森林⾯積
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)

図２ ⻑野県の⺠有林⼈⼯林樹種別森林⾯積
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)

図3 ⻑野県の⺠有林森林資源（蓄積）の推移
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)
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図4 ⻑野県の⺠有林⼈⼯林齢級別森林⾯積
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)

⾼齢級の⼈⼯林22.8万ha(全体の69%)

森林面積

全国第３位

民有林と国有林合計

人工林面積

全国第３位

民有林と国有林合計

森林蓄積

全国第４位

民有林と国有林合計

間伐の対象となる⼈⼯林23.4万ha(全体の71%)

2



２ 森林の多⾯的機能

○森林は、県⼟の保全や⽔源のかん養などの多⾯的な機能を有しており、様々な恩恵をもたら
す「緑の社会資本」。

○国⺠が森林に期待する働きは、災害防⽌等の公益的機能が上位。近年、⽊材⽣産機能にも再
び注目。

図6 国⺠が森林に期待する働き
(出典:林野庁HP)

図5 森林の多⾯的機能
(出典:⻑野県林務部業務資料)

1 県⼟を保全する機能
・山崩れ防⽌
・⼟砂流出防⽌
【貨幣評価試算額】

1兆6,160億円

２ ⽔源をかん養する機能
・⽔資源貯蓄、洪⽔緩和
・⽔質浄化
【貨幣評価試算額】

1兆2,070億円

３保健休養の場を提供する機能
・森林レクリエーションの
場提供
【貨幣評価試算額】

1,746億円

４ ⽣活環境や自然環境を
守る機能
・騒音防⽌、空気浄化
・⽣態系保全

５ ⽊材等の供給機能
・再⽣産可能な⽊材供給

６ 地球の温暖化を防⽌す
る機能
・二酸化炭素を吸収・固定
【貨幣評価試算額】705億円

⽊材等の供給機能以外を「森林の公益的機能」
と呼び、評価額を試算すると、年間3兆681億円、
県⺠⼀⼈当たりの恩恵額で年間約140万円、⼀日当
たり約3,800円。
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○⼈⼯林の約７割に相当する約２３万haが間伐作業が必要な時期。
○重視すべき森林機能の効果を適切に発揮させるためにも、地域毎の実⾏能⼒を踏まえつつ、

適切な間伐を引き続き実施していくことが必要。
○地域の森林資源の活⽤を向上させるため、間伐材の搬出・利⽤を引き続き推進。

(出典︓⻑野県林務部業務資料)
図8 ⻑野県の⺠有林における間伐⾯積及び搬出材積

３ 間伐の推進
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図7 ⻑野県の⺠有林⼈⼯林齢級別森林⾯積
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)
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○林業振興に取り組む森林において、路網と林業機械を効率的に活⽤し、労働災害防⽌を念頭
に置きつつも低コストな⽣産体制を実現し、林業の収益性を⾼めることが必要。

○路網は近年増加傾向に推移しているものの、路網密度は未だ不⼗分なため、引き続き、基盤
となる林道、作業道等の林内路網の整備を進めることが必要。

○⾼性能林業機械の保有台数は順調に増加、引き続き導⼊を進めるとともに、稼働率を⾼める
ことが課題。

(出典:⻑野県林務部業務資料)
図9 全国と⻑野県の労働⽣産性⽐較

図12 ⻑野県の⾼性能林業機械保有台数の推移
(出典:⻑野県林務部業務資料)
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図10 全国の林業労働災害の推移 (出典:林野庁HP)

全産業 林業

死傷年千人率
※ 2.2 31.2

表1 全国の死傷年千⼈率の他産業との⽐較 (出典:林野庁HP)

※労働者1,000⼈当たり1年間に発⽣する労働災害による死傷者数
（休業4日以上）を示すもの。
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89
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図11 ⻑野県の林内路網の整備延⻑と路網密度の⽐較
(出典:⻑野県林務部業務資料、BWF Waldinventur(1992/96))

機種

稼働率(%)

全国 長野県

プロセッサ 57 62

フォワーダ 49 57

スイング

ヤーダ

55 50

表2 全国の⾼性能林業
機械稼働率

(出典:⻑野県林務部業務資料)
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４ 林業の安全性及び⽣産性の向上
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○林業、⽊材産業の持続的かつ活発な⽣産活動を実現するには、林業を担う⼈材の確保・育成
が急務。

○林業事業体及び林業就業者は減少傾向にあるものの、新規就業者は⼀定数を安定的に確保。
○保育作業従事者が減少傾向にある⼀⽅、素材⽣産作業従事者は近年着実に増加。
○林業就業者の若返り、通年雇⽤化の促進による年間就労日数の増加、⽉給制に移⾏が進む。

(出典:⻑野県林務部業務資料)
図15 ⻑野県の林業就業者の年齢構成の推移 図17 ⻑野県の林業就業者の給与⽀払形態の推移

(出典:⻑野県林務部業務資料)
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(出典:⻑野県林務部業務資料)
図13 ⻑野県の林業事業体数、林業就業者数、新規就業者数の推移

(出典:⻑野県林務部業務資料)
図14 ⻑野県の主に従事する作業別就業者数の推移

(出典:⻑野県林務部業務資料)
図16 ⻑野県の林業就業者の年間就労日数の推移

５ 担い手の育成確保
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○⼈⼯林の約７割が50年⽣を超え収穫期を迎えるようになっており、適切な再造林を進めるこ
とが必要。

○再造林に向けては、造林初期のコスト低減を図るため、伐採と造林の⼀貫作業システムの導
⼊といった低コスト造林技術の普及・定着を図ることが必要。

○また、再造林に必要な苗⽊についても、再造林の需要に対応するため安定供給が重要。

表3 ⼀貫作業システムの導⼊等による低コスト化の効果
(出典︓（国研）森林総合研究所 低コスト再造林の実⽤化に向けた研究成果集)

図20 ⻑野県の苗⽊⽣産の状況
(出典:⻑野県林務部業務資料)

29190

1576
27.4

41

233

227

290

0

50

100

150

200

250

300

350

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

年
度

産

S
5

0

S
5

5

S
6

0

H
1

5

H
1

6

H
1

7

H
1

8

H
1

9

H
2

0

H
2

1

H
2

2

H
2

3

H
2

4

H
2

5

H
2

6

H
2

7

H
2

8

苗木生産量 うちコンテナ苗（右軸）

６ 適切な主伐、更新施業の推進

苗

木

生

産

量

う

ち

コ

ン

テ

ナ

苗

7

図18 ⻑野県の⺠有林⼈⼯林齢級別森林⾯積
(出典:⻑野県林務部「平成29年度⺠有林の現況」)
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図19 ⻑野県の再造林⾯積
(出典:⻑野県林務部業務資料)



○県内の素材⽣産量は減少の⼀途を辿っており、昭和40年当時の約４分の１の⽔準となってい
るが、信州F・ＰＯＷＥＲプロジェクト等の推進もあり、近年は増加傾向。

○製材品出荷量は年々減少しており、昭和50年当時の約10分の１の⽔準となっているが、近年
は下げ⽌まりの傾向。

○県内の製材⼯場は減少傾向であり零細、地域の⽊材を活かす加⼯流通体制が不⼗分。

図22 ⻑野県の製材品出荷量の推移
(出典:林野庁「⽊材需給報告書」)

図21 ⻑野県の⽤途別素材⽣産量の推移
(出典:林野庁「⽊材需給報告書」、⻑野県林務部業務資料)
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図23 ⻑野県の製材⼯場数と⼯場当たりの出⼒数
(出典:林野庁「⽊材需給報告書」)
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○急峻な地形や脆弱な地質等により、県下には崩壊等のリスクが⾼い危険箇所が多く存在し、
毎年、多くの山地災害が発⽣。（山地災害発⽣件数（H27）︓47箇所）

○治山事業等により、危険箇所に近接した集落の保全を進めるとともに、航空レーザー測量の
成果を活⽤し、特に事前防災・減災の観点から、「災害に強い森林づくり」を推進。

○松くい⾍被害は、近年の⾼温少⾬傾向などにより、更なる被害拡⼤が懸念。

(出典:林野庁HP)
表4 都道府県別山地災害危険地区数（平成24年末）

図26 ⻑野県の松くい⾍被害量の推移
(出典:⻑野県林務部業務資料)

区分 山腹崩壊 地すべり 崩壊土砂流出 合計

全国 ６９,４０３ ５,９４０ １０８,７８６ １８４,１２９

長野県 ２,５６５ ４１２ ３,９６４ ６,９４１

全国第６位 全国第３位 全国第５位 全国第５位
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(出典︓⻑野県林務部業務資料)
図24 ⻑野県の治山事業及び保安林指定割合の推移

(出典︓⻑野県林務部業務資料)
図25 航空レーザー測量成果活⽤のイメージ

航空レーザ測量イメージ図
森林の混み具合を把握

起伏等の詳細な地形を把握

山地災害の危険度情報イメージ図
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８ 森林の防災・減災対策
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○県⼟の約８割を占める森林を⽀える山村は過疎化が進み、就業⼈⼝も減少。
○森林所有者の世代交代や不在村化等から、所有者の特定が困難な森林が多数存在。
○所有者不明の森林では、管理が進んでおらず、施業集約化の阻害要因にもなっており、森林

管理の空洞化が進んでいる。

(出典:農林業センサス)
図27 ⻑野県の農林家数

全県人口 2,099  

山村人口 162  

割　　 合 8%  

表5 ⻑野県の山村⼈⼝の割合
(出典:平成27年度国勢調査)

(出典:世界農林業センサス)

図28 ⻑野県の不在村森林所有者の推移と私有林の内訳（H12)
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(出典:国⼟交通省「農地・森林の不在村森林所有者に対するインターネットアンケート調査結果」)
図29 不在村森林所有者所有森林の管理状況

(出典︓農林⽔産省「森林資源の循環利⽤に関する意識・意向調査」)
図30 施業の集約化が進まない理由

９ 森林管理の空洞化対策１
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区分 森林セラピー基地等認定状況

長野県 10箇所（基地8、ロード2）

全国 62箇所（基地57、ロード5）

○山村地域では、地域の森林資源を活かした産業育成が急務。
○このため、山村地域の貴重な資源である特⽤林産物やジビエ等の⽣産振興を図ることで、地

域資源の付加価値を向上。認知度が⾼まりつつある信州ジビエについては、更なるブランド
価値向上に向けた取組を展開。

○また、森林空間を利⽤した森林セラピーなど森林と観光・環境・教育・健康等、森林の多⾯
的な機能を結び付けた新たな産業を創出し、都市と山村との交流の促進が課題。

図31 ⻑野県の特⽤林産⽣産額の推移
(出典:⻑野県林務部業務資料)
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(出典:ＮＰＯ法⼈森林セラピーソサエティ)
表7 ⻑野県と全国の森林セラピー基地等数の⽐較

長

野

県

の

占

め

る

割

合

特

用

林

産

生

産

額

(出典:⻑野県政モニターアンケート（H27）)
表6 信州ジビエの認知度について

10 森林管理の空洞化対策２
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○捕獲や防護柵の設置といった総合的な対策を進めた結果、ニホンジカによる農林業被害は着
実に減少。しかし、県北⻄部への分布拡⼤や「スレジカ」の発⽣など、新たな課題も発⽣。

○今後、再造林を進めるに当たっては、ニホンジカ対策を講じることが必須。

(出典:⻑野県林務部業務資料)
図33 ニホンジカ分布拡⼤の状況
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(出典:⻑野県林務部業務資料)
図32 ⻑野県のニホンジカ捕獲数及び被害額の推移
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(出典:⻑野県林務部業務資料)
図34 １〜２齢級森林におけるニホンジカ被害の推移

11 野⽣鳥獣被害対策
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